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私はメールを送る時、相手と自分の距離感に

応じて、あえて電話をかけるようにしています。

「昨夜メールを送りましたので、お時間のあ

る時に目を通してください。何かご不明な点が

あればいつでもお電話ください」

特に、新たな人間関係を構築しようとする相

手には心掛けるようにしています。

私たち医療従事者は業務柄いつでも電話を取

れるわけではなく、そのため、比較的メールや

メッセージを得意としています。また、若い世

代のコミュニケーション手段はメールやSNSが

主流となっています。相手の都合にとらわれな

いため効率が良いとされ、特に、人間関係が既

に構築された相手にはとても有効な手段です。

しかしながら、表情を読み取ることが難しかっ

たり、細かいニュアンスが伝わらないことによ

る誤解が生じることも多々経験します。また立

場が上になればなるほど、他方から関係団体の

メールが数多く届き、案件によって詳細な内容

までは把握していない場合も多く、丁重にメー

ルに目を通せていない可能性もあります。メー

ルを送る側にとっては重要案件でも、受け取り

手にとっては数多くの案件の一つにしかすぎな

いという場合もあるということを忘れてはなり

ません。とはいえ、自分にとっては重要な案件

ですから、確実に漏れがないように、メールの

後に電話をするのです。

技師会の業務では、たびたび埼玉県庁の医

療整備課と推薦書や申請書についての打ち合わ

せを行います。メールで全て済ますことも可能

なのですが、私はあえて、メールを送った後に

「〇〇の件でメールを送りましたので、何かあ

ればご連絡ください」

と電話を1本入れるようにしています。

時には電話で冗談交じりのニュアンスで会話

が弾み、予想外に物事がスムーズに進むことも

あります。

さらには同業者以外の方とは短期間でしっか

りとした人間関係を作ることが求められるため、

必要に応じてあいさつがてらに直接会い名刺交

換をするようにしています。それは直接会うこ

とや、電話で話すことは最も有効なコミュニケー

ション手段だからです。これまで、私が本会会

長になってからこの手法で人間関係が悪くなっ

たことは一度もなく、全て良い結果が出ていま

す。相手は、わざわざ会いに来てくれたり、電

話をもらえばうれしいものですし、何よりも記

憶に残ります。

「昨日送ったメールの件ですが・・・」

この一言が相手の心を動かし、人脈を広げます。

そして、その人脈は、必ず、人生の助けにな

るはずです。
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